
第７回 宇治西小倉学園開校準備委員会 次第 

 

日 時 ：令和７年 ４月２８日（月）１９時 

場 所 ：西小倉小学校ランチルーム     

 

 

教育目標 

互いに尊重し合い 主体的に行動し 未来を切り拓く児童生徒の育成 

～学び つながり しなやかに～ 

目指す児童生徒像   

 自ら学び 考える人  他者と対話し つながる人 しなやかに 行動する人 

～We are the Leaders～ 

 

 

１ 開会・挨拶 

 

２ 報告事項 

  ・制服の選定状況について 

 

  ３ 宇治西小倉学園の教育について 

 

４ 専門部会の取組状況の報告 

  ・校歌・校章部会 

  ・こども見守り部会 

 

５ 専門部会毎の協議 

 

  ６ その他 

    ・次回日程について（６月頃） 

 

７ 閉会 

 

 

【資料】 

  資料① 宇治西小倉学園の教育について 
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 互いに尊重し合い 主体的に行動し 

       未来を切り拓く 児童生徒の育成 

     ～学び つながり しなやかに～ 

教 育 目 標 

家庭 
 

（仮）新たなＰＴＡ 
 

家庭での子育て 

 

地域 
コミュニティ・スクール 
学校運営協議会 

・ 
地域学校協働活動 

 
（仮）子どもの夢応援プロ

ジェクト 

自ら学び 

考える力 
つながる力 しなやかに

行動する力 

１ 
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将来の自分を考え、志を持つ 
 
義務教育９年間の総まとめの期間と
して、個性と能力を伸ばし、自己実
現に向けた積極的な態度を育て、希
望進路の実現を目指します。 

自分のよさを知り、夢を広げる 
 
小学校から中学校へのスムーズな移
行が図れるよう、小・中の教員が協
働して指導にあたります。学力の充
実・向上を図るとともに、社会性や
規範意識を培います。 

学びの基礎を身につける 
 

きめ細やかな指導による基本的な

生活習慣の確立や学習における基

礎的・基本的な内容の定着を図り

ます。 
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卒業式 

入学式 

卒業式 

入学式 

Ｕｊｉ ＮｉｓｈｉＯｇｕｒａ Ｇａｋｕｅｎ  Ｃｏｎｃｅｐｔ 

Ｕnited Natural Original Global 
 

宇治西小倉学園では、西小倉地域の自然や人材など様々な『強み』を最大限にいか

し、学校と家庭・地域が協働し、グローバルな視野を持った児童生徒を育成します。 

西小倉地域 

家庭 自然 人材 歴史 

宇治西小倉学園の教育 
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施設一体型小中一貫校の特徴を生かした取組（例） 

◇９年生（中学３年生）が小学１年生と手をつないで校内を案内 

◇休み時間を使った小学生と中学生の交流 

◇課題解決型の学習の成果を小学生から中学生にプレゼン 

◇吹奏楽部のミニコンサート 

◇中学生の合唱コンクールを５・６年生が鑑賞 

 ※掲載の内容につきましては、あくまで例であり、具体的な内容につき

ましては、現在検討中です。 

３ 

Ｕｊｉ ＮｉｓｈｉＯｇｕｒａ Ｇａｋｕｅｎ  Ｃｏｎｃｅｐｔ  

Ｕnited 

Natural 

Global 

Original 

宇治の地、かつての巨椋池の上に建ち、SDGs を念頭に豊かな環
境を生かした教育を進める。９年間を通して、自然体でありのま
まの自分を表現し、受け入れられる集団を形成していく。 

３小学校・１中学校が統合して新たに誕生した施設一体型小中一
貫校。西小倉コミュニティのセンター的位置付けで、この地での
人づくりとまちづくりを一体的に進める。 

先進的なメディアセンターをフルに活用し、世界に誇るニンテン
ドーミュージアムに負けない、独創的な発想で、自分を高めるこ
とにチャレンジしていく。自分らしさを大切に、自分軸の基礎を
つくる。 

地球規模の視野で、系統的な人権教育を推進する中で、多様性や
異文化を理解し、世界に通用するコミュニケーション能力を身に
付ける。 
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課題解決型の学習を推進 
予測困難な社会において、自分の夢の実現を目指し、幸せな生活を送るため、宇治西小倉学

園では、地域（宇治・西小倉）の課題に目を向け、自ら課題を設定し、本気になって解決し

ていく課題解決型の学習を大切にしていきます。 

〔課題解決型の学習を推進していくための教師の役割〕 

◇課題に気づき、向き合う体験学習の設定、学びを深める場面の設定、ゴールの設定 

◇課題解決に向けた見通しを持たせる 

◇ともに考え、答えを引き出す 

（答えは子どもたちが決める） 

◇最適解・納得解に向けた手立てを助言する 

 

◇なかまとつながり主体的

に学びを深める 

◇様々な学びを通して、認知

能力と非認知能力を一体

的に育む 

宇治西小倉学園での課題解決型の学習 

～地域の題材を活かした課題解決型の学習～ 

４ 

興味関心に応じた 
課題を設定 

情報発信 

題材に出会う 

調べる 

・疑問に思うこと、調べたい

こと等、意見を出し合う。 

まとめたことを 
  工夫・改善 

調べたことを 
  整理・分析 

・３階メディアセンター発表ブースでプ
レゼン。授業内容を市内各校へ展開。 

・３階メディアセンターのモニターやタ
ブレット端末を使用し、海外、他市の
児童と交流。 

・オープンスクール（保護者・地域の方
も参加した授業参観）交流ホールで保
護者や地域の方々に発表。 

・本を使って調べる。 
・タブレット端末を使ってイン
ターネットで調べる。 

・まちたんけんや外国人観光客
へのインタビューなど校外で
の活動を通して調べる。 ２・４階メディアセンター 


